
令和元年度令和元年度

まちまち のの決 算決 算
●問い合わせ　
   役場財政課　財政係　☎096（293）3555

歳 出 168億3,508万円歳 入 182億4,137万円

■令和元年度決算額■令和元年度決算額

　決算とは、町にどのようなお金が入っ決算とは、町にどのようなお金が入っ
てきて（歳入）、どのように使ったのかてきて（歳入）、どのように使ったのか
（歳出）をまとめた町の家計簿です。（歳出）をまとめた町の家計簿です。
　町が行っている仕事は、皆さんの税金　町が行っている仕事は、皆さんの税金
や国や県からの補助金などでまかなわれや国や県からの補助金などでまかなわれ
ています。これらのお金が ｢まちづくりています。これらのお金が ｢まちづくり
｣ にどのように使われたのかをお知らせ｣ にどのように使われたのかをお知らせ
します。します。

■特別会計の決算
歳　入 歳　出

国民健康保険特別会計 30億3,141万円 28億5,185万円
大津町外四ヶ市町村共有財産管理処分事務受託特別会計 5,388万円 1,221万円
公共下水道特別会計 12億4,722万円 9億8,167万円
介護保険特別会計 28億306万円 25億8,171万円
農業集落排水特別会計 1億4,575万円 1億3,087万円
後期高齢者医療特別会計 3億3,028万円 ３億2,711万円
特別会計合計 76億1,159万円 68億8,542万円
工業用水道事業会計 1億７万円 ２億3,680万円

貯 金

財政調整基金現在高 27億7,883万円

減債基金現在高 ３億5,674万円

公共施設整備基金現在高 ５億143万円

その他の基金現在高 14億6,430万円

合 計 51億130万円

借 金 地方債現在高 169億8,994万円

基金と地方債の現在高

■町の貯金と借金
　町の貯金を「基金」、借金を「地方債」といいます。基金は、庁舎建設基金からの繰り入れなどにより、約３億円
減少しました。地方債は、令和元年度も災害公営住宅や新庁舎建設事業など、熊本地震の復旧のために借り入れた事
が影響し、約７億円増額しました。

基金と地方債の推移

　一般会計の決算額は、歳入が182億4,137万円で、歳出
が168億3,508万円。歳入から歳出を差し引いた金額は
14億629万円となりました。
　このうち、7億6,508万円は、令和２年度に引き続いて
実施する事業の費用として必要なので、実質的な収支は
６億4,121万円となり、令和２年度に繰り越しました。
　基金（町の貯金）については、令和元年度中に積立を6
億1,417万円、取り崩しを9億1,895万円しました。令和
元年度末時点で、基金の合計は51億130万円になってい
ます。　
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～皆さんのお金　大切に使いました～

※端数処理により、合計が合わない場合があります。

●申請方法
　郵送か窓口の受付箱に直接投函をお願いします。    
　<宛先>
　【商工業者】〒869-1233
　大津町大津1189-2　大津町役場 商業観光課     
　【農業者】 〒869-1234 
　大津町引水62　大津町役場 農政課        
●交付方法
　申請者本人名義（法人名義）の口座に振り込みます。
●問い合わせ                       
　役場商業観光課　商業観光係
　　　　　　　　　　☎096（293）3115         
　役場農政課　農政係
　　　　　　　　　　☎096（293）3116

●対象者                                  
　県事業継続支援金の交付決定を受けた次の要件の
　いずれかに該当する人。
　・町内に本社が所在する法人 
　・町内に住所か事業所を有する個人事業者 
　・町内に住所を有する農業者 
　※町外に事業所のある人で、６月１日以降、本町
　　に転入した人は、対象となりません。
●交付額
　1事業者当たり一律10万円
　※複数の施設を営業している事業者でも同じく10万
　　円です。
●申請期限
　令和３年２月末

　国の「持続化給付金」の給付対象とならない一定の減収のあった事業者に、事業全般に使える支援金を交付します。

新型コロナウイルス感染症の影響で低迷する観光需要の回復を支援するために
宿泊費用の助成を行います。

●宿泊プランの宿泊料金の６割を助成
　(１人１泊につき 6,000円が上限 )
　※国のGOTOキャンペーンと併用することも可能です。

●利用回数の制限はなし（連泊は５泊まで）
　※対象泊数は 5,000泊です。

●2,000円分（500円×４枚）の商品券をプレゼント
　※町内の飲食店、土産品、タクシーで使えます。

宿泊客誘致緊急対策事業

新型コロナウイルス感染症対策
緊急経済支援金

●利用の流れ
①該当する宿泊施設の宿泊プランを予約する。
　※助成額はあらかじめ差し引かれているため、
　　申請などの必要はありません。
②2,000円分の商品券を宿泊施設からもらう。
③町内の観光を楽しむ。

●問い合わせ
　役場商業観光課　商業観光係
　　　　　　　　　　☎096（293）3115
●予約
　該当する各宿泊施設
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